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森
鷗
外
と
津
和
野
駅
の
歴
史

津
和
野
町
で
生
ま
れ
、
東
京
都
文
京
区
で

没
し
た
明
治
の
文
豪
、
森
鷗
外
は
本
年
７
月

に
没
後
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
10
歳
で

上
京
し
て
か
ら
、
津
和
野
へ
帰
る
こ
と
が
な

か
っ
た
鷗
外
。
生
前
、
当
時
の
望
月
津
和
野

町
長
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
鉄
道
が
開
通
す

る
機
会
に
帰
省
す
る
約
束
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
果
た
せ
ず
し
て
、
津
和
野
駅
が

開
業
す
る
１
カ
月
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

「
森
鷗
外
没
後
１
０
０
年
」
と
「
Ｊ
Ｒ
山

口
線
津
和
野
駅
開
通
１
０
０
年
」

当
町
で
は
、
森
鷗
外
没
後
１
０
０
周
年
・

津
和
野
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
令
和
４
年
度
を
「
森

鷗
外
没
後
１
０
０
年
」
ま
た
「
Ｊ
Ｒ
山
口
線

津
和
野
駅
開
通
１
０
０
年
」
の
節
目
の
年
と

し
て
、
様
々
な
記
念
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。そ

の
中
で
の
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
、
津
和

野
駅
の
竣
工
と
併
せ
、
８
月
６
日
（
土
）
に

本
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
坂
の
上
の
雲
」

で
森
鷗
外
役
を
務
め
た
榎
木
孝
明
さ
ん
が
鷗

外
に
扮
し
、
１
０
０
年
振
り
の
帰
郷
を
果
た

し
て
頂
き
ま
し
た
。

榎
木
さ
ん
は
、
Ｄ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
で
津
和

野
駅
へ
到
着
す
る
と
、「
た
だ
い
ま
帰
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
森
林
太
郎
で
ご
ざ
い
ま

す
。
や
っ
と
願
い
が
叶
い
故
郷
の
地
を
踏
む

こ
と
が
で
き
感
無
量
で
す
。」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
は
、
鷗
外

が
津
和
野
を
旅
立
っ
た
年
齢
と
同
じ
、
10
歳

の
津
和
野
小
学
校
児
童
５
名
が
榎
木
さ
ん
へ

花
束
を
贈
り
、歓
迎
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
駅
前
通
り
か
ら
藩
校
養
老
館
ま

で
の
間
、
人
力
車
に
乗
り
、
つ
わ
の
太
鼓
や

津
和
野
高
校
生
、
和
装
し
た
地
元
有
志
と
と

も
に
隊
列
を
組
み
、
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
駅
や
パ
レ
ー
ド
の
経
路
に
は
多
く
の

観
客
が
訪
れ
、
記
念
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
津
和
野
駅
舎
の
整
備
を
契
機
と
し

て
、
観
光
を
中
心
と
し
た
、
町
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

左から田中文京区議会議長、成澤文京区長、榎木孝明さん、下森町長、草田町議会議長左から田中文京区議会議長、成澤文京区長、榎木孝明さん、下森町長、草田町議会議長
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よ
っ
て
個
別
審
査
、
比
較
審
査

を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
当
町
か
ら
は
第

２
区
（
若
雌
の
１
）
で
水
津

美よ
し
み見

さ
ん
出
品
牛
の「
み
ど
り
」

号
が
、
見
事
に
島
根
県
代
表
の

座
を
獲
得
し
ま
し
た
。
西
い
わ

み
管
内
か
ら
島
根
県
代
表
牛
が

選
出
さ
れ
る
の
は
25
年
ぶ
り
で

津
和
野
町
か
ら
は
初
の
選
出
と

な
り
ま
す
。

鹿
児
島
の
地
で
の
優
秀
な
成

績
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

医療対策課☎ 72-0683

農林課☎ 72-0653

商工観光課☎ 72-0652

全国和牛能力共進会島根県代表になりました

JR 切符の販売を再開しました

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
５

年
に
１
度
開
か
れ
る
「
和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
も
呼
ば
れ
、

全
国
各
地
の
和
牛
改
良
の
成
果

や
優
秀
性
を
競
う
大
会
で
、
今

大
会
は
、
10
月
６
日
（
木
）
か

ら
10
日
（
月
）
に
か
け
て
鹿
児

島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

７
月
13
日
（
水
）、
島
根
県

の
代
表
牛
を
決
め
る
最
終
選
抜

会
が
松
江
市
宍
道
町
の
島
根
中

央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
町
か
ら
は
、第
２
区（
若

雌
の
１
）
に
１
頭
、第
３
区
（
若

雌
の
２
）に
１
頭
が
出
品
さ
れ
、

県
出
品
対
策
本
部
審
査
委
員
に

津
和
野
駅
で
津
和
野
町
観
光

協
会
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
の
鉄
道
切
符

の
販
売
が
８
月
１
日
（
月
）
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
販

売
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

●
駅
窓
口
で
は
、
普
通
乗
車

券
、
特
急
お
き
な
ど
の
特
急

券
、
通
学
の
定
期
券
を
は
じ

め
様
々
な
種
別
の
切
符
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

●
取
扱
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

●
決
済
方
法　

現
金
の
み

※
次
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
入
場
券
の
販
売

②
ジ
パ
ン
グ
割
な
ど
の
特
別
企

画
乗
車
券
の
発
売

③
購
入
し
た
切
符
の
変
更
、
払

い
戻
し

④
ネ
ッ
ト
予
約
（
e
５ご

よ

や

く

４
８
９

な
ど
）
の
受
け
渡
し

窓
口
で
の
販
売
時
間
外
の
当

日
の
乗
車
券
は
駅
に
あ
る
自
動

券
売
機
で
購
入
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
時
間
外
や
当

日
お
急
ぎ
の
方
は
、
券
売
機
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
特
急
券
や
新
幹
線
の

指
定
券
、
複
数
駅
で
の
乗
り
継

ぎ
の
あ
る
切
符
購
入
な
ど
一
部

の
切
符
購
入
に
つ
い
て
は
窓
口

で
の
販
売
に
時
間
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第２区で島根県代表に選抜された「みどり」号

教育委員会☎ 72-1854
津和野町激励金交付式について

７
月
19
日
（
火
）
に
役
場
本

庁
舎
に
お
い
て
、
津
和
野
町
激

励
金
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
は
、
兵
庫
県
で
開
催

さ
れ
た
全
農
杯
２
０
２
２
年
全

日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
バ
ン

ビ
の
部
）（
令
和
４
年
７
月
28

日
（
木
）
～
７
月
31
日
（
日
））

に
出
場
さ
れ
た
日
原
小
学
校
２

年
生
の
中な

か
む
ら村

友ゆ
う
と壽

さ
ん
が
、
大

会
へ
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
町
長
よ
り
激
励

の
言
葉
と
と
も
に
激
励
金
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
個
人
戦
に
出
場

し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
本
選

出
場
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
２
年
生
な
が
ら
全
国
大
会

に
出
場
さ
れ
た
、
中
村
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

※
町
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
の

方
や
在
学
す
る
生
徒
の
方

で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
等
で

全
国
大
会
に
出
場
す
る
場

合
は
、
激
励
金
の
交
付
に
該

当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
津
和
野
町
教
育

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
津
和
野
町
体
育
協
会

に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の

大
会
で
中
国
大
会
に
出
場

さ
れ
る
方
に
対
し
て
激
励

金
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ

い
て
も
、
詳
し
く
は
津
和
野

町
教
育
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中村友壽さん（左）と下森町長（右）

駅窓口の様子

自動きっぷうりばの様子

大会への抱負などを述べられました

故　中谷文一氏に特旨叙位（従六位）・特別叙勲（旭日双光章）

故
・
中
谷
文
一
氏
が
生
前
中
、

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
ご
功
績
に
対
し
、
特
旨
叙
位

と
し
て
「
従
六
位
」、
特
別
叙

勲
と
し
て
「
旭
日
双
光
章
」
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
10
日
（
水
）、
本
庁
舎

応
接
室
に
お
い
て
、
下
森
町
長

よ
り
ご
遺
族
（
姉
・
庵
野
容
子

さ
ん
）
へ
位
記
、
勲
記
及
び
勲

章
が
代
理
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

中
谷
氏
は
、
昭
和
62
年
４
月

に
旧
日
原
町
議
会
議
員
に
初
当

選
さ
れ
、
平
成
13
年
３
月
ま
で

の
約
14
に
わ
た
り
町
議
会
議
員

と
し
て
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
平
成
11
年
５
月
か
ら
平
成
13

年
３
月
ま
で
の
１
年
11
か
月
間

は
、
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑

な
運
営
と
地
方
自
治
の
発
展
の

た
め
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
13
年
５
月
に
は

旧
日
原
町
長
に
初
当
選
さ
れ
、

２
町
合
併
の
平
成
17
年
９
月
ま

で
の
約
４
年
５
か
月
に
わ
た
り

町
政
を
担
い
、
合
併
後
の
平
成

17
年
９
月
か
ら
の
約
１
か
月
間

は
新
津
和
野
町
職
務
執
行
者
と

し
て
津
和
野
町
の
産
業
振
興
、

教
育
、
文
化
、
福
祉
の
向
上
に

ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

総務財政課☎ 74-0028

伝達式の様子

下森町長（左）と庵野容子さん （右）
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税務住民課☎ 74-0059

健康福祉課☎ 72-0673

マイナンバーカード交付申請書について

「母子父子寡婦福祉資金」予約貸付受付中

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま

だ
お
持
ち
で
な
い
方
に
、
９
月

上
旬
に
か
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

が
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
（
J
‐
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
か
ら

順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
申
請

書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

こ
と
で
、
簡
単
に
申
請
が
で
き

ま
す
。

最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
し
込
み
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と

な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
期
限
は
９
月
末
ま
で
で
す

の
で
、
早
め
の
申
請
が
お
す
す

め
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

※
次
の
方
に
は
、
交
付
申
請
書

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
75
歳
以
上
の
方
で
、
令
和
２

年
度
ま
た
は
令
和
３
年
度

に
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
送

１　

対
象
と
な
る
方

令
和
５
年
４
月
の
進
学
等
を

希
望
し
て
い
る

①
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭

の
母
又
は
父
子
家
庭
の
父

②
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る

寡
婦

③
父
母
の
な
い
児
童

２　

対
象
と
な
る
資
金

①
児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す

る
資
金
（
※
貸
付
は
い
ず
れ

も
無
利
子
で
す
）

・
修
学
資
金

高
等
学
校
、
大
学
、
大
学

院
、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
専

修
学
校
に
就
学
す
る
た
め
の
授

業
料
、
書
籍
代
、
交
通
費
な
ど

に
必
要
な
資
金

・
修
業
資
金

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金

・
就
学
支
度
資
金

就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必

要
な
入
学
金
や
被
服
な
ど
の
購

入
資
金

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭

の
父
、
寡
婦
の
知
識
技
能
習

得
を
対
象
と
す
る
資
金

※
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合

は
無
利
子
、
立
て
な
い
場
合

付
さ
れ
て
い
る
方

②
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
に

出
生
ま
た
は
国
外
か
ら
転

入
さ
れ
た
方

　
（
出
生
時
ま
た
は
転
入
時
に

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
か
ら
、
個
人
番
号

通
知
書
等
と
一
緒
に
交
付

申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。）

③
在
留
期
間
の
定
め
の
あ
る
外

国
人
住
民
の
方

　
（
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま

す
。）

④
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、

児
童
虐
待
及
び
こ
れ
ら
に

準
ず
る
行
為
の
被
害
者
と

し
て
、
住
民
票
の
住
所
と
異

な
る
居
所
情
報
を
登
録
し

て
い
る
方

は
年
1
％

・
技
能
習
得
資
金

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
（
修
学
先
、
自
宅
、

自
宅
外
通
学
な
ど
状
況
に
よ
り

貸
付
で
き
る
額
が
異
な
り
ま

す
。）

３　

予
約
貸
付
申
請
期
間

令
和
５
年
２
月
28
日
（
火
）

４　

ご
注
意

・
島
根
県
育
英
会
等
、
母
子
父

子
寡
婦
福
祉
資
金
と
の
併
給

が
で
き
な
い
奨
学
金
が
あ
り

ま
す
。

・
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制

度
に
よ
る
奨
学
金
・
授
業
料

減
免
等
に
つ
い
て
は
、
貸
付

限
度
額
よ
り
給
付
額
・
減
免

額
を
控
除
し
た
範
囲
で
併
給

が
可
能
で
す
。
な
お
、
貸
付

申
請
後
に
新
制
度
の
決
定
を

受
け
た
場
合
は
、
当
該
決
定

通
知
書
に
基
づ
き
、
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

５　

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

健
康
福
祉
課☎

72
・
０
６
７
３

島
根
県
青
少
年
家
庭
課
ひ
と

り
親
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
５
２
・
22
・
６
６
８
８

未発表森鷗外宛書簡約 400 点についての記者発表を行いました

森
鷗
外
記
念
館
で
は
8
月
4

日
（
木
）、
所
蔵
す
る
森
鷗
外

宛
書
簡
約
４
０
０
点
に
つ
い
て

の
記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
書
簡
群
は
令
和
３
年
3

月
に
鷗
外
の
長
女
・
茉
莉
の
最

初
の
夫
で
あ
る
山
田
珠
樹
氏
の

ご
遺
族
よ
り
ご
寄
託
い
た
だ
い

た
も
の
で
、
未
発
表
の
も
の
が

中
心
と
な
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
現
在
翻
刻

作
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
数

年
を
か
け
て
調
査
・
研
究
を
行

い
、
書
簡
集
等
に
て
発
表
す
る

予
定
で
す
。

当
日
は
夏
目
鏡
子
（
夏
目
漱

石
夫
人
）、
与
謝
野
晶
子
、
西

園
寺
公
望
、
樋
口
く
に
（
樋
口

一
葉
妹
）
か
ら
の
鷗
外
宛
書
簡

計
4
点
に
つ
い
て
解
説
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
森
鷗
外
没
後

１
０
０
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
に

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
現
在
で
も

森
鷗
外
に
対
す
る
注
目
度
が
高

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

森鷗外記念館☎ 72-3210

障害基礎年金について
健康福祉課☎ 72-0651

障
害
年
金
は
、
病
気
や
け
が

に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が

制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
に
、
現
役
世
代
の
方
も
含
め

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年

金
で
す
。
病
気
や
け
が
で
初
め

て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
と
き

に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

場
合
は
「
障
害
基
礎
年
金
」
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
受
給
要
件

①
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気

や
け
が
の
初
診
日
が
次
の

い
ず
れ
か
の
間
に
あ
る
こ

と
。

・
国
民
年
金
加
入
期
間

・
20
歳
前
ま
た
は
日
本
国
内
に

住
ん
で
い
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
な
い
期
間

②
障
害
の
状
態
が
、
障
害
認
定

日
（
障
害
認
定
日
以
後
に
20

歳
に
達
し
た
と
き
は
、
20
歳

に
達
し
た
日
）
に
、
障
害
等

級
表
に
定
め
る
1
級
ま
た

は
2
級
に
該
当
し
て
い
る

こ
と
。

③
初
診
日
の
前
日
に
、
初
診
日

が
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
被
保
険
者
期
間
で
、
国
民

年
金
の
保
険
料
納
付
済
期

間
（
厚
生
年
金
被
保
険
者
期

間
、
共
済
組
合
員
期
間
を
含

む
）
と
保
険
料
免
除
期
間
を

あ
わ
せ
た
期
間
が
3
分
の

2
以
上
あ
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
が
令
和
8

年
4
月
1
日
前
に
あ
る
と

き
は
、
初
診
日
に
お
い
て
65

歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
初
診
日

の
前
日
に
お
い
て
、
初
診
日

が
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
直
近
1
年
間
に
保
険
料

の
未
納
が
な
け
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
20
歳
前
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
期
間

に
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、

納
付
要
件
は
不
要
で
す
。

◆
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

請
求
手
続
き
は
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
、
健
康
福
祉
課
ま

た
は
本
庁
舎
総
合
窓
口
に
て
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記者発表の様子

鷗外宛書簡のうちの１点



9　広報つわの

町からのお知らせ

Public Relations Magazine Tsuwano Town　8

広報つわの 2022 年 8 月 12 日発行

ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

朝からの雨の影響で予定より約２時間遅い16朝からの雨の影響で予定より約２時間遅い16
時に始まった試合は、津和野、益田翔陽の両エー時に始まった試合は、津和野、益田翔陽の両エー
スの投げ合いで１点争う接戦となりました。スの投げ合いで１点争う接戦となりました。
結果的には、延長12回の末、３－４で惜敗し結果的には、延長12回の末、３－４で惜敗し
ましたが、最後の最後まで目が離せない白熱したましたが、最後の最後まで目が離せない白熱した
試合でした。試合でした。
なお、この試合には３年生の希望者29名が応なお、この試合には３年生の希望者29名が応
援に駆けつけ、保護者の方や地域の方と一体とな援に駆けつけ、保護者の方や地域の方と一体とな
って応援をすることが出来ました。多くの地域のって応援をすることが出来ました。多くの地域の
方からご声援を頂き、ありがとうございました。方からご声援を頂き、ありがとうございました。

ツコウの情報を『津和野高校ホーツコウの情報を『津和野高校ホー
　ムページ』にて発信しております　ムページ』にて発信しております
→http://tsuwano.ed.jp/→http://tsuwano.ed.jp/

★野球・合唱・吹奏楽・社会体育（水泳）壮行式★★野球・合唱・吹奏楽・社会体育（水泳）壮行式★
７月４日（月）、夏の高校野球選手権島根大会に７月４日（月）、夏の高校野球選手権島根大会に
出場する野球部、夏のコンクールに出場する合唱出場する野球部、夏のコンクールに出場する合唱
部・吹奏楽部、中国大会に出場する社会体育（水部・吹奏楽部、中国大会に出場する社会体育（水
泳）の壮行式を行いました。泳）の壮行式を行いました。
多くの３年生にとって最後の舞台となる大会に多くの３年生にとって最後の舞台となる大会に
向けて、各部か向けて、各部か
ら熱い決意表明ら熱い決意表明
がありました。がありました。
全校の声援を力全校の声援を力
に、最後まで頑に、最後まで頑
張ります！張ります！

★第104回高校野球選手権島根大会　vs益田翔陽高校★★第104回高校野球選手権島根大会　vs益田翔陽高校★
７月14日（木）、高校野球選手権島根大会に出７月14日（木）、高校野球選手権島根大会に出
場した本校野球部は、益田翔陽高校と対戦しまし場した本校野球部は、益田翔陽高校と対戦しまし
た。た。

HAN-KOH中等部HAN-KOH中等部
にちはらベースってこんなトコにちはらベースってこんなトコ
今年度より、HAN-KOH日原教室では「にちは今年度より、HAN-KOH日原教室では「にちは
らベース」という講座を開講しています。7月にらベース」という講座を開講しています。7月に
実施した「カカシ作り」では、ペットボトルや緩実施した「カカシ作り」では、ペットボトルや緩
衝材などの材料を切り貼りし、個性あふれるオリ衝材などの材料を切り貼りし、個性あふれるオリ
ジナルのカカシを作りました。日原教室の畑に鳥ジナルのカカシを作りました。日原教室の畑に鳥
が寄ってくるため、それならカカシを作ってみよが寄ってくるため、それならカカシを作ってみよ
う！ということでみんなでチャレンジしてみましう！ということでみんなでチャレンジしてみまし
た。日原教室の裏側にひっそりと佇んでいるのた。日原教室の裏側にひっそりと佇んでいるの
で、近くを通った際には覗いて見てみてくださで、近くを通った際には覗いて見てみてくださ
い。い。
他にもホタル鑑賞のため他にもホタル鑑賞のため
夜道を散歩に出かけて夜の夜道を散歩に出かけて夜の
日原を味わってみたり、カ日原を味わってみたり、カ
ッコイイ大人ってどんな人ッコイイ大人ってどんな人
だろう？ということを考えだろう？ということを考え
て自分の将来をイメージして自分の将来をイメージし

てみたりといった活動をしています。現在、地域てみたりといった活動をしています。現在、地域
の方と一緒に作るプログラムも計画中です。「この方と一緒に作るプログラムも計画中です。「こ
んなことなら一緒にできるよ！」「中高生と一緒んなことなら一緒にできるよ！」「中高生と一緒
にこんなことをしてみたい！」といった声があれにこんなことをしてみたい！」といった声があれ
ばぜひHAN-KOHまでお寄せください！お待ちしばぜひHAN-KOHまでお寄せください！お待ちし
ています。ています。

町営英語塾HAN-KOHに関する町営英語塾HAN-KOHに関する
情報はwebでご覧ください！情報はwebでご覧ください！
→http://hankoh-tsuwano.com/→http://hankoh-tsuwano.com/
→https://www.facebook.com/→https://www.facebook.com/
HANKOH2014/HANKOH2014/

ホームページ

  facebook

益田翔陽高校戦の様子

壮行式の様子

H
ハ ン コ ー
AN-KOHだより

津
和
野
町
で
は
４
名
の
方
が

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
方
々

で
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら

人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
人
権

侵
害
の
被
害
者
を
救
済
し
た
り
、

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
長
年
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
尽
力
さ

税務住民課☎ 74-0059
水道検針業務へのご協力について

環境生活課☎ 72-0309

夏
に
な
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
周
辺
や
検
針
す
る
道
中
に

草
な
ど
が
あ
り
、
検
針
が
困
難

な
お
宅
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

定
期
的
な
除
草
等
を
行
い
、
ス

ム
ー
ズ
な
検
針
業
務
へ
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

• 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
は
、
車
や
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

• 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

に
水
や
泥
が
入
ら
な
い
よ

う
に
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

• 
ペ
ッ
ト
は
出
入
口
や
水
道

メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場

所
に
つ
な
い
で
お
い
て
く

だ
さ
い
。

•	

家
の
増
改
築
等
で
、
水
道

メ
ー
タ
ー
が
屋
内
や
床
下

に
な
る
時
は
、
検
針
容
易
場

所
へ
移
し
ま
し
ょ
う
。

•	

検
針
時
に
発
行
す
る
「
ご
使

用
水
量
・
料
金
の
お
知
ら

せ
」
を
確
実
に
配
布
で
き
る

よ
う
に
、
郵
便
ポ
ス
ト
等
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。	

※
検
針
日
程
は
毎
月
７
日
～
14

日
の
間
に
行
い
ま
す
。

れ
た
安
見
隆
義
さ
ん
と
右
田
基

司
さ
ん
が
６
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
で
ご
退
任
さ
れ
ま
し

た
。お

二
人
の
退
任
に
と
も
な
い
、

７
月
１
日
付
で
新
た
に
福
田
浩

文
さ
ん
と
永
田
茂
美
さ
ん
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

【
津
和
野
地
域
担
当
】

大
庭　

知
子
さ
ん

永
田　

茂
美
さ
ん

【
日
原
地
域
担
当
】

清
水　

留
美
子
さ
ん

福
田　

浩
文
さ
ん

人権擁護委員の就任について

「
新
・
介
護
百
人
一
首

２
０
２
２
」
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
介
護
に
ま
つ
わ
る
喜
・
怒
・

哀
・
楽
を
短
歌
に
詠
ん
で
、
ぜ

ひ
ご
応
募
下
さ
い
。
応
募
し
て

い
た
だ
い
た
短
歌
は
新
・
介
護

百
人
一
首
２
０
２
２
へ
の
応
募

及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
へ
の
掲
載
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
要
項

「
介
護
す
る
」「
介
護
さ
れ
る
」

な
ど
、
介
護
の
経
験
を
詠
ん
だ

自
作
の
短
歌
。（
応
募
す
る
際

に
は
、
必
ず
日
常
の
介
護
の
様

子
や
短
歌
に
込
め
た
思
い
な
ど

新・介護百人一首２０２２募集について
就業構造基本調査
について

地域包括支援センター☎ 72-0683 つわの暮らし推進課☎ 74-0092

総
務
省
統
計
局
（
島
根
県
・

津
和
野
町
）
で
は
、
10
月
１
日

現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

日
本
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
調
査
で
あ
り
、
政
府
の

重
要
な
調
査
と
し
て
統
計
法
に

定
め
ら
れ
た
基
幹
統
計
調
査
で

す
。調

査
結
果
は
、
雇
用
政
策
、

経
済
政
策
な
ど
の
企
画
立
案
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
は
、
統
計
理
論
に

基
づ
き
無
作
為
に
選
ば
れ
た
全

国
の
約
54
万
世
帯
で
す
。

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
説
明
文
（
１
０
０
字
程
度
）

を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
み

に
関
し
て
の
応
募
に
は
説
明
文

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

記
載
事
項

自
作
の
短
歌
（
1
人
3
首
以

内
）、
説
明
文
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
名
前
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
生
年
月
日
、
性
別

応
募
締
め
切
り

9
月
2
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

津
和
野
町
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
町
づ
く
り
会
議　

介
護

予
防
部
会
事
務
局
（
津
和
野
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
72
・
０
６
８
３
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略字表記について

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館･････☎74-0302
■ 3Ｂ体操,，水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室
地域包括支援センター☎72-0683
■断酒会　断酒会鹿足支部
･ ☎090-9061-8012
■囲碁クラブ , ３月のライオン

ズクラブ
滝元枕瀬公民館･････☎74-0680

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

固定資産税固定資産税・・・・第 3 期第 3 期
国民健康保険税…第 6 期国民健康保険税…第 6 期
後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
・・・・・・・・・・・・・・第 6 期第 6 期
介護保険料介護保険料・・・・第 6 期第 6 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限 9 月 30 日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央
町セ 津和野町民センター
福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里
シルクウェイにちはら

なごみ
シルク

99

◎つわのオレンジカフェほっと
（畑迫ほたるの宿 /9:30~11:30）

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:45）

20

13

65

12

19

272625

18

11

4

	

◎こころの相談
（まちせ /13:00~15:00）

◎小川はつらつクラブ※ 1

（小川公民館 /14:00~15:30）

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:45）

◎しまね家庭の日※ 3

◎パソコン教室
 （日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）
（小川公民館 /13:30~14:30）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 
（津和野図書館 /14:00~）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎第 154 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:45）

◎育児栄養相談
（日原子育て支援ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）

　　　◎ぴょんぴょん教室
 　   （直地保育園 /9:45~11:15）

◎パソコン教室 （日原公 /10:00~12:00）
◎名賀のぞみクラブ※１

 （名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（須川公民館 /13:30~14:30）

◎いきいき百歳体操※2 （まちせ/13:00~）
◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 （津和野図書館 /14:00~）

◎パソコン教室
 （日原公 /10:00~12:00）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎キラキラ体操教室
（やまび /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

　　   ◎パソコン教室
       （日原公 /10:00~12:00）

◎若者なんでも相談会
（やまび /10:30~）
（まちせ /13:30~）

◎しまね西部若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ
　出張相談会
（やまび /10:30~12:00）
（まちせ /13:30~15:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎さわやか会※１

 （青原公民館 /13:30~15:00)

24232221

28 3029

17161514

7 8 9 10

321

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:45）

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:45）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎りんご湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎乳児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎かけ橋の会 
（やまび /14:00~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎水彩画教室（まちせ /19:00~）

◎ DL やまぐち号運行日
（津和野着 12:58/ 津和野発 15:45）

◎鷗外講座③
（森鷗外記念館 /14:00~15:30）

◎行政相談・明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎無料法律相談
（ふくせ /13:30~16:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎フラダンス教室

 （プラサ枕瀬 /13:30~14:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

 ◎乳がん検診
　  （旧役場日原第２庁舎/9:00~14:15）
◎ひのきの湯

 （なごみ /10:00~21:00）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎遺言・後見相談
（やまび /13:30~16:00）

◎断酒会 
（まちせ /19:00~21:00）

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:30~15:15）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎りんご湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎さくら会※１

（須川公民館 /10:00~11:30）
◎発達クリニック
（障害者福祉センター / 午後）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

なごみ

◎離乳食教室
（やまび /9:30~11:30）

◎人権相談・明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室
（木部公民館 /10:30~11:30）
（畑迫公民館 /13:30~14:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）なごみ

◎乳がん検診
（まちせ /9:00~14:15）

◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎行政相談・人権相談
　心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎史談会（まちせ /13:30~）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎胃がん検診
（旧役場日原第２庁舎/8:30~10:30）
（津和野体育館 /12:00~14:00）

◎育児・栄養相談
（津和野子育て支援ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）

◎フラダンス教室
 （プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎行政相談・心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎日原図書館・津和野図書館
　休館日

秋分の日敬老の日

やま

やま

やま

やま

やま

福セ

福セ

福セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

町セ

町セ 町セ

日公

日公

町セ

町セ

町セ

町セ

やま

やま

やま

やま

やま

日公

町セ

町セ

日公

町セ

町セ

町セ

町セ

なごみ
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町からのお知らせ

津
和
野
百
景
図　

第
十
九
図

祇
園
會
に
扮
す
る
流
鏑
馬

「
こ
の
や
ふ
さ
め
の
状
は
毎

年
六
月
七
日
祇
園
会
花
傘
に
添

ふ
五
町
ま
ち
の
内
本
町
の
出
す

通
り
も
の
に
て　

鷲
原
八
幡
宮

祭
礼
に
行
は
る
ゞ
処
の
流
鏑
馬

に
扮
す
る
も
の
な
り
」。

こ
の
流
鏑
馬
装
束
は
、
祇
園

会
に
お
け
る
本
町
筋
の
人
た
ち

の
出
し
物
で
す
。

流
鏑
馬
に
関
し
て
は
、
百
景

図
の
テ
ー
マ
と
し
て
登
場
し
ま

す
の
で
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
り

ま
す
が
、
こ
の
絵
に
描
か
れ
て

い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
正
式
な

流
鏑
馬
の
装
束
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
頭
に
は
、
立た

て
え
ぼ
し

烏
帽
子
の
上

に
綾あ

や
い
が
さ

藺
笠	

、
鎧よ

ろ
い
ひ
た
た
れ

直
垂
、
鹿
皮

の
行む

か
ば
き縢
な
ど
、
挙
げ
て
い
く
と

漢
字
だ
ら
け
に
な
る
の
で
止
め

ま
す
が
、
絵
に
描
か
れ
て
い
る

人
が
着
用
し
て
い
る
の
は
花
笠

で
、
直
垂
で
は
な
く
袖
無
し
の

着
物
。
か
な
り
派
手
な
身
な
り

で
す
が
、
鎌
倉
武
士
の
狩
装
束

と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
装
束

で
す
。
そ
も
そ
も
帯
刀
も
し
て

い
ま
せ
ん
。「
町
人
だ
か
ら
刀

は
御
法
度
で
し
ょ
！
」
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
前

図
の
車
芸
の
役
者
は
二
本
差
し

で
す
。
衣
装
と
し
て
模
造
刀
を

差
し
て
も
お
と
が
め
は
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
装
束

は
何
の
根
拠
も
な
く
、
祭
り
に

花
を
添
え
る
た
め
に
派
手
派
手

し
く
装
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

い
え
い
え
、
こ
れ
は
ま
た
別
の

祭
礼
の
衣
装
な
の
で
す
。
そ
の

祭
礼
の
正
式
な
装
束
を
着
用
し

て
参
列
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
祭
礼
と
は
…
。
い
ず
れ
答
え

合
わ
せ
を
い
た
し
ま
す
。

百景図よもやまばなし百景図よもやまばなし　　

第 19図第 19図
日本遺産センター☎ 72-1901日本遺産センター☎ 72-1901

100 枚の絵図にまつわる100 枚の絵図にまつわる
ストーリーを紹介します。ストーリーを紹介します。

祇園會に扮する流鏑馬

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成
2727
年
４
月

年
４
月
2424
日
）
日
）

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」

 
津和野図書館 TEL0856-72-0155     

日原図書館  TEL0856-74-0355     

  郷土に関する図書資料をご紹介します。 

『『「「私私のの鷗鷗外外」」をを求求めめてて』』  尾尾崎崎健健次次・・著著  近近代代文文藝藝社社  11999955  

  
  著著者者はは島島根根県県にに生生れれ、、出出兵兵。。シシベベリリヤヤ抑抑留留生生活活 22 年年をを経経てて、、

復復員員しし、、島島根根大大学学教教育育学学部部にに入入学学。。卒卒業業ししててののちち小小学学校校教教諭諭

ととししてて 3355 年年間間勤勤務務さされれたた方方でですす。。物物書書ききででもも鷗鷗外外研研究究家家でで

ももあありりまませせんんがが、、「「鷗鷗外外遺遺言言」」にに胸胸打打たたれれたたここととををききっっかかけけ

にに鷗鷗外外作作品品やや研研究究文文献献をを丹丹念念にに読読んんでで、、鷗鷗外外関関連連のの土土地地にに足足

をを運運んんででここのの本本をを書書かかれれままししたた。。  

教教員員ととししてて津津和和野野遠遠足足にに来来らられれたたととききのの森森鷗鷗外外にに関関すするる

児児童童作作文文ななどどもも載載せせらられれてていいてて、、親親ししみみののももててるる内内容容でですす。。  


